
産業団地GX推進ガイド
～地域課題解決の次の一手！ 産業団地GXの挑戦～

目的

令和7年2月に閣議決定されたGX2040ビジョンで示された「GX産業立

地」を地域で推進するため、近畿経済産業局では、地域の雇用を支え、

付加価値を生み出す製造拠点である「産業団地（工業団地、産業用

地）」に着目し、令和7年度に全国の産業団地におけるGX推進の取組

実態調査を実施した。

背景

産業団地におけるGXの取組は、全国的に事例が少なく、活用可能な

脱炭素エネルギーも地域によって異なるため、自治体等が新たに取り組む

際に参照できる知見やノウハウが限られていることが課題。

また、自治体、エネルギー事業者、入居企業など、多様なステークホル

ダーが関わるなかで、用地開発からインフラ整備、企業誘致、エネルギーソ

リューション導入に至るまで、長期にわたり試行錯誤を重ねる必要がある。

令和7年度「産業団地におけるGXの実践的手法調査事業」の実施

令 和 ８ 年 ２ 月

近 畿 経 済 産 業 局

カーボンニュートラル推進室

【調査事業のポイント】

➢ 全国の経済産業局と連携し、全国20地域の産業団地でのGX推進の取組事例を取材

➢ 事例をもとに、既存産業団地と新規産業団地の2パターンに分けて、GX推進の段階ごとの課題や打開策を整理

➢ GX推進に必要となる関係者間の合意形成や、脱炭素電源の選択、事業計画の立案・実践のポイントについて、具体事例を精緻に分析

➢ 産業団地GX推進の先進事例に深く携わったキーパーソンからの助言により、実践的な手法に関する知見の体系化を実施

産業団地GX推進のポイント

【産業団地GXとは】

＜企業にとって＞

➢ 将来を見据えた付加価値ある戦略的投資

➢ 海外顧客・社会からの要請に応える一手

＜自治体にとって＞

➢ 中小規模だけでは費用対効果が得られ難いGXを

中堅・大企業と一緒に実施できる仕組み

➢ GXに関心のある企業のみならず、関心のない企業も

集めてGXを実現できる手段

【産業団地GX推進のポイント】

➢ 関係者間で「共通理念」を持つ。自治体から解決したい地域課題を提示すること

も共通意識や合意形成をはかるうえで非常に重要。

➢ 共通理念形成のため、関係者間の橋渡しを担う「コーディネーター」の存在が重要。

潤滑剤・接着剤として機能する役割を担う人材を体制に組み入れる。

➢ 参加の「選択性」の確保も重要。企業ごとにGXへのニーズや参加可能なタイミング

が異なり、GXソリューション導入検討時の合意形成において、参加時期や参加有

無の選択の柔軟性が大きな意味を持つ。そのため、最初から全社一律の参加を

前提とせず、段階的にGXへ参加できる土壌づくりが重要。



【新規産業団地】

STEP0

産業団地活用目的の検討

STEP1

活用テーマ案の募集・

推進事業者の巻き込み

STEP2

団地GXの企画・

実施計画策定

STEP4

企業立地・ソリューションの導入・

産業団地GX実現
STEP3

企業誘致・

企業ニーズを踏まえた

実施計画の調整

【課題】どのような産業・業種に

ニーズがあるのかわからない・・・

【打開策】自治体の産業政策を

踏まえた活用テーマを検討し、関

心のある企業にニーズをヒアリング

する。

【課題】具体的な事業案や誰と

連携しながらGXを推進するべき

かわからない・・・

【打開策】公募を通じて不動産

開発事業者やエネルギー事業者

等からアイデアを募る。

【課題】エネルギー需要量が読め

ない、GX導入のコスト負担など

不安が大きい・・・

【打開策】想定される企業像を

踏まえ、具体的なエネルギーイン

フラ供給設計等を検討する。

【課題】導入することは決定したが、長

期的運用・管理・改善に向けてどのよ

うに行動したらよいかわからない・・・

【打開策】誰がどこまでするのかを外部

団体の協力を得ながら推進体制を確

立する。

【課題】計画は策定したものの、実

際に企業が集まるのかわからな

い・・・

【打開策】産業団地の魅力やGXの

メリットを明確に示し、共感する企

業の参画を促進する。

【GX推進上の課題】

➢ 既存産業団地では、立地企業の業種・規模がバラバラで、自治体含め各関係者のGXの認識が異なる。

新規産業団地では、見えない立地企業への面的GXの理解や訴求力が不足している。

➢ 対応策を実施しようにも、GXに関する自治体・立地企業の理解不足や認識の不一致があり、「GX」の言葉が先行してしまっている。

産業団地GX推進上の課題・打開策（一部抜粋）

STEP1

共通意識醸成・

関係性構築

STEP2

勉強会を通じた

独自GX方針検討

STEP3

団地GXの企画・

実施計画策定

STEP4

ソリューションの導入・

産業団地GX実現

【既存産業団地】

【課題】GXに関心のある立地企業がわから

ない、GXに関する情報不足、誰と会話を進

めるべきかわからない・・・

【打開策】状況打開のために、企業ヒアリン

グの実施やエネルギー会社などと連携し勉強

会を開催する。

【課題】各社エネルギー利用状況は機密性

が高く情報公開が難しい。それ故どんなGX

施策が有効かわからない・・・。

【打開策】協力できそうな企業・エネルギー会

社等と現状把握を行い、目指す方向性・理

念を共有する。

【課題】補助金など支援制度なくして巨額

GX投資は進みづらい・・・。

【打開策】まずは、具体的なソリューションを

軸に綿密な計画を立てるため/参加者同士

のコミュニケーションを円滑にするための座組を

固め役割を明確にする。また、実施設計に

対する支援を拡充する。

【課題】メンテナンスや定期的な情報連携等

のルール化、中長期的な運用・管理体制を

明確にする必要がある。

【打開策】エネルギー管理の人材確保育成

含め、誰がどこまでするのかを外部団体の協

力を得ながら推進体制を確立する。



産業団地GXの取組事例紹介

豊岡中核工業団地におけるマイクログリッド事業 清原工業団地スマエネ事業

F-グリッド構想に基づくスマートコミュニティ事業 瑞穂町地域におけるスマートエネルギー事業
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